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システム 開発言語：C#，Java，MySQL

研究背景

・システムの評価実験による，有効性の確認
・システムの介入タイミングを決める計測指標の検討
・ダジャレの生成がなぜ難しいのかについての考察

研究目的 遠隔議論において参加者に心の余裕を与え、場の雰囲気を和ませるシステムの開発

・議論の過熱時における，
一つの観点への固執，視野の狭小化

・意見の衝突
・意見が出ないことによる議論の膠着

新システムの

機能について…
…

…

ダジャレを

活用という案も！

システムの構成図及び動作例

・強調学習支援システム開発プラットフォーム[2]上で
利用可能
・ダジャレ発声機能を搭載した学習支援ツールとして
実装

①会議における発言の開始と終了を解析

②その間に取得された音声情報を，音声認識モデル
（Whisper）により文字情報化

③その文字情報をプロンプトにして大規模言語モデル
へ入力

④その出力結を音声合成モデル（Text to speech）
により音声出力

ダジャレ生成から出力までの過程

・認識された１まとまりの文章に対するダジャレの
生成が1秒未満で可能

・音声の出力は同期処理で行われるため，生成された
ダジャレの一部のみが出力

ダジャレ生成・出力について

アプローチ

AI搭載型ダジャレ生成・

音声出力ツール

データベース利用型
ダジャレ生成ツール[3]

強調学習支援システム
開発プラットフォーム[2]

ユーモア，特にダジャレなどの遊戯的ユーモアにおける気分や雰囲気を明るくする気分転換の作用[1]に着目．

従来

強調学習支援システム
開発プラットフォーム[2]

今回
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場の様子・雰囲気が変化すれば、より有意義な議論やコミットメントを引き出すのではないか？

フューショット学習：10個のダジャレ文，及び
     国際音声記号のプロンプト入力
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ダジャレには～な作用があります。
なぜ研究にダジャレを？

『さようなら
暗い気分！』

『さようなら
暗い気分！』

ダジャレの発声

赤：新規実装箇所
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